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　前3回の著藩の研究により，ラツテにおいては，利　　本を観察し得た数であつて，材料採取に失敗した例，

胆剤デヒコ・・一ルの注射が，肝無糸核分裂，さらに2核　　材料として不足であつた例，標本作製中に失敗した例

細胞出現率の増加を肌①濠たその胆醐・酢用と　は，含まれてL、ない。

の間に，時間的相関関係のあることが翻められた②。　　　　肝組織の採取法としては，　（1）閉腹して部分切除

一方，四塩化炭素を注射して急性肝障碍を起こすと，　　　する方法，　（2）腹腔鏡にて観察し選択的に實刺する

病理組織学的変化の進行に相応して，無糸核分裂なら　　　法，　（3）右畢肋下または，右前～後腋窩線Pt　8　t£い

びに2核細胞出現寮の低下が見られ，病理組織学的変　　　し第9肋間において穿刺する方法の3法がある。…欝

化の回復傾向と共に有糸核分裂が増加し，またグロン　　　者は胃潰瘍または，腎癌で乎術を行なった患着に・っい

サンの同時注射群では，肝細胞の脂肪変性が，かえつ　　　ては（1）の方法を用い，残余の患麿については，

て強いのに反し・2核細胞の滅少が少ないという奇妙　　　（3）の方法を用いた。（3）の力法にも（a）Punch

な結果蠣察し得た③。　　　　　　　bi。P・yと（b）A、P！，。ti。n　bi。p，yとあり，　Vim一

　以上の爽験および現在までの当教室の研究縞果，す　 Silvermann針を以てする（a）の方法が最も成功率
なわち百瀬④，永田⑥⑥⑦の実験により肝機能と肝細　　　が高く一一般的であるが⑧⑨著港はより危険性の少ない

胞の無糸核分裂および2核細胞との間に，密接な相関　　　（b）の方法⑩⑪をとり，針としてはme　171vnのカテラ

々係が存在することが類推されるので，ここに最近用　　　ソ針または腰椎穿刺針を用いた。

いられている肝坐検の方法を用いて，人の肝組織を採　　　すなわち，入院中の患渚にっいて，朝食は普通に摂

1取し，諸種の臨床的肝機能検査との相関々係の有無を　　　取させ，朝食前後の投薬および注射は中止させて，朝

調べ，興味ある結果を得たので報告する。　　　　　　　食後2～3時間において，0．5％の塩酸プロカインの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　局所麻酔後，上記の針と方法をもつて肝臓な穿刺し，

　　　　　　　研究欄およ嚇法　　　　あらかじめ・／、アル・一・・5・・を入れてあるmas筒内

・材料としての肝組織を採取した患者は，N病院に入　　　へ陰圧を加えて吸引した。入院中死亡した患岩4例に

』院中の患者および・入院中死亡した患者であつて，そ　　　ついては，死亡後3時間以内に同様の方法をもつて，

の牲別および年齢構成は・Table　1のごとくであり，　　材料を採取した。胃疾患で手術した患管3例について

総数33例　男25例，女8例である。この数は実際に標　　　は，手術中に肝右葉辺縁の一部を切除した。

I　　　E　　　　　　　　　　　　　　　　　　標本の作製法として，最初方法を簡易にするため

　Tabte　l　　　　Material　　　　　　　　　　V＝　1／3アノレ＝一ルを用いず1針に血液と共に吸引され

、，xA・・ P・・－394・一・96・－79・・t．1’た組織をスライ防ス上に吹き出して・お・つぶ・

Male

Female
Tetal

塗抹標本を作製し，H．E．染色を行なつたが（田坂等

7　13　5　25　の方法⑪，、この方法では肝髄力ζ分離せず集1髄な
2　3　3　8　して鰍・・際LSil・wa困難であつた為以後暇購の
9　16　8　33　欄分漁久標本作臓⑫縦つて，囎蹴した
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Table　2　　　　　　　　　　　Methods

1・・ed1・B・・P・y　i・・p・r…m・いecr・P・yけ・t・1

Isolated
Preparation

（P．A．　S．）

Squashed
PreparatiOn

（P．A．　S．）

24

（18）

5

（1）

5

（4）

2

0　　　　　　　　　2

31

7

・・t・l　i　2gI　5　　4［38

Table　3　　　Materia正s　as　classified　by　the　disease

＼tPisease

Sex　　＼＼、

Male

Female
Totat

工｛epatic　＆

（）holantsritic

Disease

　　　：し5

　　　　3

　　　18

Gasti・ic

Disease

F）

1

6

Miscollaneous

I）isease

3

3

6

正工eal七hy

2

1

3

Total

25

8

33

後，沈淡をとつてHE．染色を行なつ～：oまたその巾　　　察した。

の22例に．ついてはi／sプルコールをヅドー糖をもつて　　　　以下観察した項目について結果を列紀する。

飽和し，遠心分離の際は，3，000圓松で約10分闘行な　　　　　A）2核細胞出現縦と各睡困子との関係

つて，PへS染色を圃時に行なつた。　　　　　　　　　　　　1）　疾患別による出現率の差

　以上の材料採取法および慷本作製法については，　　　　肝。腿道疾患17例（1例はスミルノフの棄却検定法

Table　2にまとめて示す。　　　　　　　　　　　　　で棄却）のIU現痢はhl～均53，4％であり，これ以外の淡

　疾患別の分類ではTable　3のごとくである。　　　　　患の］5例のそれは平均79，6篇である。これら2群の出

　穿刺2こよる組織片採取は約50例’iこ施行したのである　　現率の差の有意性について，F分布を用いて検定する

が，空気・血液の流入による陰圧の不充分による採取　　　と、Fs鷹7．74》Flo（O・Ol）＝＝7．　56となり，1％の危険

片の不足，標本作製1調の失敗等で，鏡検において肝細　　　率で肝・胆道疾患において，閏現率が低下するといえ

胞1，000個を観祭し得たのは延33例となつた。この　　　る。

申，同一患者で2～3側繰返した疲例4名があるため，　　　　　2）　性別との関係

人数としては．28名となる。手術中に組織を採取した　　　男性25例の平均は63．0忽で，女性8例の平均84，3編

5例については，同時に連続切片標本も作製して，病　　　より少いが，推計学的に有意の差はない。

理組織学的変化もあわせて観察し参考とした。　　　　　　　　3）　年令との関係

　肝生検にょる副作用として，50例の中，穿刺局所な　　　年令と2核細胞出現率との相関係数を求めるとr・・

いし右肩・右背部に緊張感あるいは痙痛を訴えたもの　　　0．038であつて，相関々係は認められぬが，Table　l　　　l

が5例，気胸を起したものが1例，内融血Lを疑わせた　　　のごとく3つの年令暦に分けて出現率の差を検建する

ものが1例であつたが，いずれも比較的軽度であり，　　　と，40～59才の平均83．7嵩が，20～39才の50．9駕，60．

その症状持続も短かかつた。　　　　　　　　　・　　　　～79才の57・0篇より多いということが，・5％の危険率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をもつていえる。しかしこの年令麟の肝・　il11ms疾患々

　　　　　　　　　　研究成績　　　　　　　　　　　者の割合が，他の年令層のそれより少ないことも閾係

　上述の方法により採取し作製した細胞分離永久標本　　　していると思われる。

について，各例毎に肝細胞1，　OOO個ずつを油浸レソズ　　　　　4）　組織採取法との関係

で観察し，有糸核分裂，無糸核分裂各期，2核細胞，　　　　肝・胆遂疾患を除いて，方法別による出現率のi塗を

核変形，核変性，細胞質変性について出現零を調べ，　　　みると，穿刺によるもの7例の平均88，0篇が，開腹術

あわせてPAS染的標本について糖原含盤の多少を観　　　による5例の平均72．6麗，死俵の73．3％よりや工多く
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感ぜられたが，推計学的に有意の差はなかつた。　　　　　Flg，1Correlatlon　between　the　frequencies

　　　B）2齢胞畷率と　・磯撒査との関係　　　　・f1・i・・cl・ate　cellsρnd　se「um
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cobalt　reactlon
　次に組織採取前2週間以内（ほとんどはユ週間以

内）にあらtかじめ検査しておいた各種肝機能検査成

績，すなわちBSP，　G．0。T・，　CQ・R・T・T・T・l　Z・　　　　　　14

S．T，，ルゴール反応，　C．　C．　L，　F．，血清黄疽指数，血

清蛋白貴，AIG，赤沈値と2核細胞出規率との関係
　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12
について推計学的検定を行なつた。

　　1）B，S．P．との関係

静注したDi・・di・m　ph・・。1　t・t・・b…n・ulphai・in　　§！・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sulf。nateは，ユ時間以内に肝臓から胆汁・・國こ排泄さ　　　の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られるので・3・分後ec・lt・t中騨を測定して・れが5％以　’88

下の時に肝機能正常とする。　　　　　　　　　　　　　　＄

このB．S．P，と2核纈酬榊との相関係数を求め　　蚤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oるとr・＝一゜・314であ嫡の轍1係数を得る・しかし　　．96

この標本相関係数の有意憾を，揖梢関係数・－TOの帰無　　　　　μ窺

仮説によりF分布を用いて検定すると，この帰無仮説　　　　　　　4

はすてられない。すなわちこの相関々係は有意ではな

い0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　2）G．0，T．ならびにG．P．T．との関係

　G，　O．T，（G】utamic　oxalacetic　transaminase）

戦　職

　　x　×　　　x
x　　　　斌x

xx　x　　×

とG・・P・・T・（G1…m・・py・u・…r・一・…e）は　　““’　2　Cl、、1t2R。。1、、。。68

’共に生理的に肝に大量に存（ilしていて，肝細胞壌死に

よ講雰欝簾鍮醐，購，はF…鑑謝欝瓢膿讐鵬
いずれも一一〇．19より小であり，上記の検驚を行なうと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　161
有意ではなかつた。

　　3）　Co．　R。

　これはγグロブリソ濃度の異常による反応とされ，　　　　1・4

正常値はRs，4であり，　R5以上は右側反応　R2以下

を左側反応とする。肝硬変では右側反応を示し，肝・　　　　12

胆道癌，漿膜炎では左側反応を示すことが多いとされ

る蚤騨繍甜＿した、のを示すが，響1・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この反応と2核細胞出現率との間には，γ＝－O．　429　　as
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
の相関係数が得られ，検定の結果5％の危険率で有意　　　o弓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やである。すなわち，左側反応群に最も2核細胞多く，　．　蚤

右販応に移行す・縦つ・・そ・闘率が低くな・　釜5

．といえる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pm

　　4）　T．T．T．との関係

　T．T．T．すなわちチモール混濁反応は，急性肝炎で　　　　4

は燐脂質の増加により，慢性肝炎ではγグロブ1ソの

上昇により促進されるとされ，正常値は0～2単位で　　　　2

ある。

　Fig　2に各例の観察値を示すが　2核細胞出現率と

x　　　x　♪｛　著

　　・　　　，　　　　123』45の間には，相関係数γ罵一〇．782が得られ，1％の危　　　　　　　　　　　　T．　T．T．
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険率で負の相関々係は杓意である。従つてT．T、　T．が　　　Fig・3　Correlation　betwecn　the　frequencies

促進するど2核細胞が滅少するといえる。　　　　　　　　　　　　of　binucleate　cells　and　Z・S・T・

　　5）　Z．S，T．との関係

　Z．S，　T．すなわち硫酸【1抗鉛混濁反応は正’ll｝fiMl）1は4　一．

ユ2単猷とされ．肝炎や種々の型の肝腰変で増加する。

急性期よりも慢性期に醐い。Fig・3に示すごとく2

14

核細胞数との相関係数はγ：一一〇，535であり，1％の　　　　　t2

危険率で有意であつた。従つて，この反応が増強する

に従つて，2核細胞が減少するといえる。　　　　　　　　§IO
　　　　　　　　　Lゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しげ

　　6）ルゴー・収肥・　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　この反応は，血満にルtf　一ル試薬を加えて沈降現搬　　　笥

齢るもので，il三常では（一）で励，騨酬ある　㍗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りと陽性となり，γグロヅリソの増加と関係があるとい　　　器
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロわれる・Fi朗にその徽値を示すが，これ観る　酔
と陽性群に2核細胞が少ないことが推測される。そこ　　　田

で沈降度によつて分けられた4階級について1元配鰍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
法による要囚分析を行なうと，Tab工e　4のごとく階

級闇の変動は1％の危険率で霧意であり，ル＝’　”一ル反

応陽性群で2核細胞が滅少しているといえる。　　　　　　　2

xx　　　～～　x

　　　　be　　　x　　　　　　属
x　　　　　　　　　x執

↑abIe　4　　Factorial　design　of　the　variations　　　　　　　　　　　　　　4　　　6　　　8　　　沿　　　12　　　14　　　16　　　1a

　of　biロuclea七e　ce1三s　and　Lugol　reaction　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Z．　S．　T」

・・c・・司

　J
R（J）

　JR

SS　　　　DF　　　　Ms

・冨　・・8・8・・　Fl9る’、雛黙識e先こ轟撫鑑ies
ユ6629　　　　　　　25　　　　　　　665
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0f　the　serum
31237　　　　28

F5＝：7，32＞F舞5　（0．01）盟4暫68　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14

　　7）　C．C．L．　F．は施行例が少数であるので，こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12
れを略す。

　　8）並L消黄痕指数との関係　　　　　　　　　　　　　　（
．れと・撫拙獅との欄騰を求めたとこ　　§，・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のろ，γ罵一〇，314であつて，この相闘係数は有意では　　　　　嵩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
なかつた・鰍蛎した例が3働・すぎないというこ　　9、
とも、この結果を得たことに闘係しているかも知れな　　　　　掃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
　　9）血離蝿との関係　　　　　　翻
　ユ血L清蛋白鑑の正常値は6．3～7．9チ／d6とされている

が，著者の観察例では4例を除いてこの正常範囲内に　　　　　　4

あつた。2核細胞数との関係は，相関係数γ＝－O．557

であつて，5％の危険庫で有意であつた。すなわち蛋

白鑑の多いものの方が，2核細胞数が，少ないといえ　　　　　　　　　（→　　（＋）　　（＋D　　（冊）

るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lugol　reaction

　　lO）　A／Gとの関係

　アルブミン対グロプリン比は我々の測定法すなわち　　　肝疾患で減少するとされている。観察値をFig．5に

塩析法ではLO～1．5が正常値である。これはすべての　　　示すが，2核細胞数との相関係数はγ　・O．42であつ
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Fig，5　C。，，el。・i。。　b，・wee。、h，　f，eq。，n。i，、　　D）PAS麟と2鮒胞an率　　a

。f　bi。、cleate　cells　a。d　A／G。f　th。、e，。m　　灘PAS絶を徹つた23例について・糸　1　包烈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原含量との関係を調べようとしたが、減少例が3例に

14

12

’A
§lo
聲

88
9
8
Vo

嵩6
あ　　・

4

2

o

　　　　　　　　隔　　　　　　　　　　　　　　　　　すぎぬ為，相関々係は求められなかつた。

　　　　・　　　　x　　　　　　　　　　　E）無糸核分裂出現率と肝機能検査

　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2核細胞数との間に相関々係が謝められた擶種肝機

　　　　　　　　　　　　　　　　　能検査について，無糸核分裂とも相関々係があるかど

　　　　　　　　　　　　　　　　　うか調べた。

，　　　　　　　　　　　　　　　　　1♪　Co，　R．との相関係数は，γ＝　一一〇・20であり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　有意な相関々係は，認められなかつた。

　　　　　　X　　　　　　　　　　　2）　T・T・T・との相関係数は，アr－　－O・29であり，

　　　　x　　　　　　　　　　　　有意でない。

で　5％の危険率で有意であつた。すなわちこの比が

減少する程，また2核細胞数も減少しているというこ

とがでぎる・　　　　「　　　　　G）搬形出榊と鞭徽査と磯係
　　11）　赤沈値との関係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）Co．　R・との相関係数はγ＝＝　－O，18であり，
これと2核細胞数との間の相鵬数は，γ一〇・°66　2）T，T。T．とのそれm－一。。。⊥であり，

であ、り・相関々係は認められなかつた。　　　　　　　　　3）Z．S．　T。とのそれはγ＝　－O．：Oであつて，

　　　G）2核細胞出現率と他の形態的変化　　　　　　いずれも有意の相闘々係は鋸められなかつた。

　　　　との関係　　　　　　　　　　　　　　、　　　4）　ルゴール反応との関係は4階級に分けての要因

　次に細胞の形態的変化と親核細胞との関係につい　　　分析の結果はFsくユであつて，階級闘の鍵動ば有悪

て・分析を行なつた・　　　　　　　　　　　　　　　ではなかつた。

　　ユ）核変形との関係　　　　　　　　　　　　　　　　　H）核変性出現率と肝機能検査との関係

　核変形すなわち出芽型，亜鈴型ならび｝U・一一側陥凹型　　　　いずれの肝機能検査との閥にも相闘々係は見出し得

を示す細胞の出現率と2核細胞数との相関係数は，　　　なかった。

γ＝　－O・293で有意ではなかつた。　　　　　　　　　　　　　　1）細胞質空胞変性出現率と肝機能検査

　　2）核変性との関係　　　　　　　　　　　　　　　　　との関係

　核変性すなわち核の濃染，萎縮ならびに崩壊を示す　　　　1）Co．　R・との相関係数はγ＝－o，03であり，

細胞の出現率と2核細胞数との相関係数は，r＝　0042　　　2）T，T．T，とのそれは，γ　＝＝一一〇．28であり，

であつて有意ではなかつた。　　　　　　　　　　　　　　3）Z．S，　T．とのそれは，γ　＝・O・osであつて、

’　　3）細胞質空胞変性との関係　　　　　　　　　　いずれも有意の相関々係は認められなかつた。

　細胞質中に恐らくは脂肪変性と推測される空胞を形

成している細胞の出現率と，2核細胞数との相関係数　　　　　　　　　　　　　考　　察

は，γ　＝＝－o、　03⊥で有意ではなかった。　　’　　　　　　先ず材料を採取する為の方法であるが，序論でも述

　x．　　　　X　t　　　　x　　　　　　　　　　3）　Z，S．T．との相関係数は，γ＝一　－o・ISであり・

　　　　　　x｛　x　　、　葡でない・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）　ルゴ　e一ル反応との闘係は，（一一），（十），　（1十），軸）

xxx @x・x　　　　　の・鰍に分けて姻ク〉析の練F、一↓，。7くFgu
　x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（O．05）＝＝2．　85となり，階級間の変動は蒋意でなかつ

　　　　　　　　　冒
x　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　　　　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）　A／Gとの相関係数にγ鵠0．07であり，飛゜意な

　　　08　　　1p　　　I2　　　14　　　　　　　相関々係は認められなかつた。

　　　　　　　A／G　　　　　　　　F）萄繊か裂出現率と肝機能灘貢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　その出現は全例において4個しか濾められず上謁の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各肝機能倹査との間には，相関々係は認められなかつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。
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べたごとくSilvermann針をもつて行なうPunch　　分解によつて生ずる何か特殊な化学物質が核分裂に関

BiOPSyが最も確実に組織を採取できる方法とされ，　　　与するのではないかと，推論している。

最も搬的に広く用いられている③⑨．しかしなが　以上の文献によると2核細胞ゐ出琳は2％から

ら，Punch　BiQpsyは時に出1血t，胆汁性腹膜炎，発　　　17％に及ぶが，薯港の今圓の観察においても29％から

熱，シヨック等を来たすことがあり，死亡率も最初　　ユ5∠駕に及び大差はない。著者の肝生検例において

1923年にこれを施行したBinge1の10例中2例のよう　　　は，開腹術による5例では麻酔などによる薬剤の影響

に高かつたものが，最近は死亡率0・2％以下という小　　　は或程度否定できないが，それ以外の例は薬剤ならび

さい値にまでなつたとはいえ，まだ皆無ではない⑤。　　　に食餌による影響を除くよう特に留意してある。これ

それゆえに著着は組織採取の成巧率において劣るとは　　　ら開腹時採取および鐸刺による生検漂本と，死後3時

いえ，安全性の高い方法とし．てMarkoff等⑩と田坂　　　間以内に組織を採取した4例のものを比較すると，採

等⑪の方法を参考としてAspiration　Biopsyを行な　　　1収方法が異なつても無糸分裂および2核細胞の出現継

つた。この方法によると組織の採取片は小さく，病理　　　の飽は推計学的に有意で1霊なかつたので，各方法のも

組織学的検索には不足を来たすものが大部分であり．　　　のなまとめて各肝機能検査との相圓々係を推計掌的に

細胞学的研究にも5〔〕例lli，117例は組織片が余りに小さす　　　検討したのである。

ぎて不足であったが，この率は手技に慣れることによ　　　　2核細胞出現痢と負の相関々係を蒋する肝機能検査

り，もつと減らし得ると考えられ，副作用としても瘍　　　すなわち，Co，　R．，「£T．　T．，　Z．S．T．，ルゴール反応

痛のため鎮痛剤の注射を必要としたものは2例のみで　　　はいずれもいわゆる1血滴膠質反応であつて，血滴登嚢白

あつて多くは軽度かつ一一・jpm性であり，気胸を起こした　　　におけるAlburninの減少または，膠質の紮状反応を

1例も排気を必要とする程のものではなかつた。　　　　抑制するAlbttminの能力の変化，箸しい沈澱効果

　標本作製法としては，田坂等の方法力触L液塗抹標本　　を有するr・・Globulinの増加，β一Globulin分劉巾の

作製法と岡様であつて最も簡単であり．臨旅的である　　　Lipoproteinの増加等の請種の悶子と密接な闘係を有

が，肝細胞が分離せず繁団をなす為，肝細胞を分類し　　し，肝爽質陣碍の程度とよく並行するという⑩一⑳。

て観察するのには不適当であり，かつ田坂等のごとき　　　　すなわち薯港の今回の研究によつて，肝爽質陣碍の

血液中諸細胞と暴細胞，細網細胞，形質細胞の百分率　　　ために起こされた」血溝膠質の変化が，また肝細胞の無

を求めるやり方では臨床的には余り意味がないものと　　　糸核分裂の抑制さらに2核細胞の繊現率の減少とよく

考える。尾持等の方法⑫によつて標本を作製すれば，　　並行的であることが確かめられた。血満螢由鍛および

作製にも観察にもやや暗間粒要するが，個々の肝細胞　　　A／Gとの正の相関々係も問様の理由によるものと思

を観察し得て便利である。　　　　　　　　　　　　　　われる。B．　S．　P・，　G・0・T・，　G．　P・　T・と2核細胞との

　人について肝の2核細胞出現率を観察した文献は，　　　間に相闘々係が認められぬのは，これらの機能検査が

はなはだ少ない。わずかに杉山⑬が剖検時において肝　　鋭敏であつて，早期に血t滴膠質の変化を来たさぬ中に

組織標本を作製し，年令別にその出現率を調べて，胎　　　も現われ，慢性肝炎。肝硬変の時期には，かえつてそ

生期3・8％，1～15才4・1％，16～60才Z9％，60才以　　　の値が低下するからであろう。

上6・7％と報告している。また，佐藤⑭庶やはり剖検　　　核変形・核変性ならびに細胞質窒胞変性と2核細胞

時に切片標本で多核肝細胞を観察しt普通9～11％の　　　の出現率の間に相関々係が認められぬのは，前3者の

ものが，欝血肝では42～5・3％，結核性変化があると　　　出現率の小なるためであろう。

4，8－“6．oe／e，結核に結合組織増殖を伴なうものでは　　　　前回の四塩化巌素障碍肝においては，核変形・細胞

3，　8～5，0％，脂肪化と浮腫があると2～4％に減少す　　　質室胞変性と2核細胞出現率との間に負の糊關々係が

るという。以．ヒの2つの文献はいずれも剖検によるも　　認められた③。

ので，死後の変化も考えねばならぬカミ，躰について　　肝生検の研究論文におし・てFrankli・・OP⑳は慢性肝

は，相沢⑯が胃の￥術の際，肝生検を行なつて，胃　　　炎における肝細胞の再生時｝a　2核ないし3核細胞を多

炎・胃潰瘍・十二捌陽潰揚群30例と胃癌33例について　　　く認め，T．T．T．の値に相関するといい，上野⑳は急

肝細胞核分裂ならびに2核細胞の出現率の比較を行な　　性肝炎で肝細胞の膨化・稀薄化と共に核分裂・多核細

つている。これによると，有糸核分裂・無糸核分裂。　　1胞が多いと述ぺているが，いずれもうなずけない所見

2核細胞・変性核・異型の核および核分裂は胃癌患者　　　である。両者共ただ多く認められるというだけで，出

に多く，核分裂の多い淀例は脂肪・核酸・ミトコンド　　現躍は明示していない。

リアの形態分布において異常あり，腫傷の増殖または　　　　肝生険漂本において，肝細胞の形態的変化および染



　　64－（21ユ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳶雪　ill1’1睡量　詫呂　　鈎客｝5ビ套

　色惟を観察すると共に，2核細胞の出現寮をも求めた　　　　本論文の要旨は，日本解削学会観31｝回燃1東地方倉に

　ならば．臨床的にも有意義であると確僑する。　　　　　おいて発炎した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稿を終るに当つて，本研究に御；指」尊と御横i閲な賜つ

　　　　　　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　　　　た尾持教授ならびに永田助教授に，深甚な謝．睦嶽な表し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ますとづ要に，御1協力をj頁いた長野県職鼓病院ホ｝よひ踵肛
　　エ）肝生椥こよる肝臓の細”包学鰯跣には，腰椎穿　脚1院外科の諸姓に陣く御・礼申1此げます。

　刺針を用いて経肋間的に穿刺し，昆持等の方法に従つ

　て細胞分離永久標本を作製するのが最も適している。　　　　　　　　　　　　文　　献

　病理繊学的にも観察したい時｝よ・Silverm・・n針を　①・陶1者、租賠Uの脚1胞1亥頒に及1蹴階（1），

　用いた方がよい。　　　　　　　　　　　　　　　　　儒州医誌，13；435－44］，】964　⑨平野　格：利鵬

　　2）　肝’胆道疾患における2核細胞出現率53・4％　　　剤の駐ヨ：細胞核分裂に及ぼす影響（D，儲州鰍諒，14：

　は，他疾患における出現率79．6錫より有意に少ない。　　　ユ74一ユ80，：t965　⑪1～野　格；ll蝋11化蝦欝にょる憩、

　　3）肝機能検査の：1　1Co・R・・T・　T・　T・・Z・S・T・・　　性肝隙碍のlj・Flill1胞分裂に及ぼす影響，儲州眠翻，14：

　ルゴール反応lA／Gが悪化を示すに従い，肝2核細　　　304－3］，4，1965　④酉瀬節生：肝細胞の無派核分裂

　胞の出現率が低下する。　　　　　　　　　　　　　　　に関する研究，皿薬物投与にょる細胞分裂数の鍵働，

　　4）肝機能検査の中・B・S・R，血滴黄疽指数・　　　解剖誌，34：205－210．1959　（E）Nagata，　T，書Cell

G・0・T・・G・P・T・の値は2榔1聰出現靴の間麟ヨ　di・i・1。・s　in　the　liver。f　the　f。et、1。ncl　new．

関々徽認めない・　　　　　　　　b。rn　d。9・，　M・d」．Shi・・hu　U。i。．，4、tl5。73，

　　5）膿質階騨よつ’C・JJ：r“iSu胞の無繊分裂ひ　1959⑥N・g・tal　T．・　Va，iati。。。f　ceU　di。i、i。。、

いて2核細胞の出脚が麟膠飯万齢悪化とほぼ並　in　th・h・P・tic　c・1エ・・f　rat　f。11。wi。g　P、，、i。1

　行して低下することは・臨床的にも銅い得べき所見で　　hepcntectomy，　Ibid．4：253－258，1959　⑦Na一

　ある。以上の変化は肝細胞の核ならびに細胞質の染色　　　gata，　T．：Effect　of　DAB　administration　UPon

的・形態鰍1ヒが搬暢諫おし・ても認めら泌・　th・・cell　di・i・i・n・　i・th・h・p・tic　cell，。f，at，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ibid・，4・457－468・1959　⑧奥村災正嘘田治男：

1t @　　要約　　　　肝蜥内科，71・。・・一・。1・，ユ96X⑨鵬宗
　　動物実験において認められた肝機能と肝2核細胞の　　一：肝生検，臨床病理，9：243　一　251，L96X

　相関々係を，人体においても確かめ，かつ臨床検査に　　　⑩Markoff，　N．　urid　Kaiser　E，：　Die　ungezieZte

も役立てたいということが・この磯の園的であつ　L・berbi。P・i・，　D・・ch，　m・d，　W、、h，。87、、696．一

た・　　　　　　　　　　エ697・1962⑩晦定孝・翻八一トー臓器鋤こ
　　材料と』しての欄織片は磁椥・よつて29例瀾腹　よる診断と繍35－37，ユ957，鎌出版，鯨

術およ 厲?繩ﾌ穿韓よつて9例から得た・（Table　　⑫尾持愚次等：細胞分離永久標本1乍製法（第4報），

2）　　　　　　　　　　解剖誌，3312・－23，・958⑩杉ll．1寧U徽及び
　　穿輸としては・多く離穿刺鋼∫瓶標酢製　組織噺研究とその撒，轍・9・4、献堂譲
灘購・方灘従つた⑫・　　　　京，・上・難・搬榊上巻，，．5．、、62，職
　　かくして得た標本vc　Xつて・個体餓・肝細胞・・O。0　堂，鯨，よ矧用）⑭佐鰍郎、tib，。　dl。　M，h。．

個ずつ襯察し・2榊胞期他の雌勒求めた・　k・・nlgk・it　d・・L・b・rzell・・b・im　M，。，。h，。，

　　2核細舶鰍ま性別による齢なU・が・疾’關で　日織誌，20・P，・・4。1・9・5・⑮相賄志，齢儲

」断髄囎のそれ馳縮のものより少ない・　　肝臓燃ける細繊分製像について旧本繍錨，
　　肝異質障硲による血消膠質の変化を衷現する諸種肝　　57：694　一　6951956　⑯金井泉：脇床倹査法提要

簾踏が悪化する時・肝2鮒胞もそ続並行して　Xll・：・－25・・964，金原出版，鯨　⑰C。hen，

・減少する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．P．＆Thompsen，　F，　L．　l　Mechanisエn　and

　　B・S・P・IG・0・T・・G・P・T・の駄らびに鵬醜　・ig・ifi・a・ce。f　th・thym・1　t・・bidity　t。，t，　J．

指数とz核髄出現靴嚇dよ欄・係がな…　　L・b・・Cli…M・d、・3ZI475・！8・，・947⑯Kunk。1，

　　肝生検標本において病理組織学的変化と共に，肝’　H・G・・Ahrens，　E．　H．　Jr．＆Eisenmehger，　W．

2蹄1胞の出現率を求めれば臨床的にも大い賄臓　G．・ApPlica七i。・・f　turbidim・t，i。　m，th。d，　f。r

であると獣る…　　　　　　　tim・・i・n・f　g・mm・g1。b・li・　・nd・…1　lipid

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　to　the　study　of　patients　with　liver　disease，



Gastroenterology, 11:499-507, 1948 @Mallen, were isolated in Ranvier's alcohol, smeared

M. S. et al.,:Precipitation of abnormal serum with a adhesive and stained in H, E. according

by lugol solution, Am. J. Clin, Path. 20:39- to the m2thod by Omechi et al.

45, 1950 @Popper, H. et al.:Correlation of The hepatic cells were analyzed in each

liver function and !iver structure, Arn. J.. specirnen on the basis of 1,OOO cells. The

Med., 6t278-291, 1949 @Franklin, M. et al,,: frequency of binucleate cells was not signifi--

Relation between struetural and functional cantly differentbetween theboth sexes, while

alterations of the liver, J, Lab, Clin, Med,, 33: it'was significantly different between the

435-447, 1948 @hve$s〈.:nl-C･fri"Vct'--, ℃ hepato-cholangitic diseases and the other
ptiEtusrw, 49:i157-1165, 1961 diseases.
                                                  Among the clinical liver function tests,

               ABSTRACI" those which represent the ahanges of the
   The purpose of this paper is to assure the serttm colloids by the hepatic parenchymal

applicability of the relationship between the impairm:nts such as Co.R. T,T.T,, Z,S.T.,'

binucZearity and the liver function, which was Lugol reactien, AIG ratio had significant

observed in the animal experirnents, to the negative correlations with the frequency of

hurnan liver and to make use of it in the binucleate cells, On the other hand, B,S,P.,

clini¢a! examination. G.O.T. G.P,T. and serttrn bilirubin had no
   The materials used were liver tissues corre!ation with the frequency. ･i

obtained frem 29 patients by means of the Therefore, it is concluded that the fre-

needle biQpsy, frem 5 patients by･means of quency of'blnttcleate cells in the liver is

laparotoiny and from 4 by neeropsy. By the ciinieally useful to estirnate the liver funetion

needle biopsy, the needle for,the lumbar in case of the hepatic dieseases as a routine

puncture was used. The tissue$ thus obtaincd procedure of the needle biopsy,

tli
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